
地方創生SDGs官民連携プラットフォーム　連携事例

取組概要

基本情報

取組内容

白井市における健康課題の解決に向け、白井市に関係する企業や団体と協働し取り組む健康会議を本年度「熱中症」をテーマとして開催し、夏季の熱中症事故の防止に向けた課題の共有や啓発
などの実施について協議し、ポスターによる熱中症対策の啓発、気象予報士のくぼてんき氏を招いた熱中症対策セミナーや市職員や学校養護職員、参加事業者の従業員などへの熱中症対策アド
バイザー取得推進等の啓発事業を実施した。

事業化までの期間

千葉県白井市

大塚製薬株式会社

北総鉄道株式会社、三井住友海上火災保険株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、明治安田生命保険相互会社、白井市商工会、白井工業
団地協議会、市内郵便局（日本郵便）、西印旛農業協同組合ほか

健康増進

二ヶ月

代表地方公共団体

代表民間団体

他の連携団体等

カテゴリ

市民の健康課題解決を目的とした白井市健康会議の実施
千葉県白井市　×　大塚製薬株式会社

白井市健康会議クロージング集合写真

この取組で解決した課題

解決に向けた手法

昨今の気候変動により深刻さを増している熱中症の予防について、行政による一般的な啓発だけではアクセスできる層に限界があったが、予算や人員などの制約か
ら、今まで以上の取組を市単体で行うことは難しい状況にあった。

昨今の気候変動により深刻さを増している熱中症の予防について、行政だけではなく、民間事業者などを含めた官民で連携して取組むことで、それぞれが持つノウハウ
を活かしながら、ポスターによる啓発や専門家による講演、様々な主体での熱中症予防に向けた知識の取得等、行政だけではアプローチしづらい層にまで啓発等を
行うことができた。
それにより、酷暑となった今夏において、全国や千葉県において、前年比で1.5倍程度に増加した熱中症搬送者数を本市においては前年比1.06倍の伸びに抑える
ことができ、市民の健康増進や住み続けられるまちづくりに寄与した。

事業費

めざすSDGsゴール

「くぼ てんき」さん熱中症セミナー



取組詳細

担当者のコメント

優良事例応募項目

資金調達方法

市:既存の熱中症予防の取組への落とし込み、小中学校や高齢者サロン、農業者などの市との関わりが強い団体等へ取組協力依頼など
事業者:ポスターを用いた啓発への協力、従業員への熱中症アドバイザー取得推進、事業者間の調整（大塚製薬株式会社）など

農業者への周知や直売所での啓発の協力を仰ぐため、団体の役員会などに出向き協力を依頼したり、様々な主体による周知啓発によって啓発効果の向上を図る
ため、商工会や工業団地協議会、市と包括連携協定を締結している事業者等様々な主体に協力の呼びかけを実施した。

資金調達なし

事業推進上の各団体の役割分担

地域関係者との連携方法

取組のポイント（3つの視点） ①地方創生SDGsの視点
3:熱中症の予防　11及び13:気候変動への対策　17:官民連携
②ステークホルダーとの連携
行政、事業者双方が、それぞれが持っているリソースを活用し、また、それを横展開することで本取組における相乗効果を得ることができたほか、今まで繋がりが希薄
だった事業者間においても新たな繋がりが出来たことにより、別の取組にも繋がり地域の活性化にも寄与した。
③モデル性・波及性
行政が持つ課題について、様々な民間事業者と議論し、それぞれが持つリソースを活用して解決に向け進めていくことは、本市における健康分野以外の別の課題や
他団体の課題など、様々な主体の様々な課題へ対応できるものであると考えている。
また、本取組により今までになかった民間事業者間の繋がりが出来たことで、市民のサービス向上に資する別の取組へ繋がったため、広く波及効果があるものと考えて
いる。

資金調達方法の補足

事業推進上の課題・工夫 様々な事業主体による啓発を図ることにより、幅広い層へ熱中症予防対策の重要性を周知出来るようにしたほか、熱中症になりやすい子どもや高齢者向けにより
ターゲットを絞った啓発を行えるよう、夏休み直前に気象予報士を招いたセミナーを実施したり、養護教諭への熱中症アドバイザー資格の取得促進、高齢者サロンへ
市職員が伺った際の周知啓発を行うなど、細やかな周知・啓発を実施した。


